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敦
煌
本『
仏
説
諸
経
雑
縁
喩
因
由
記
』と
唱
導

荒
見
泰
史

❶
前
言

❷『
仏
説
諸
経
雑
縁
喩
因
由
記
』写
本
の
情
況

❸
小
結

［
論
文
要
旨
］

『
仏
説
諸
経
雑
縁
喩
因
由
記
』
は
、
敦
煌
文
献
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
九
世
紀
成
立
の
唱
導
資
料
で

あ
る
。
伝
世
資
料
の
中
に
は
見
ら
れ
ず
ま
た
目
録
類
や
経
録
類
等
に
も
名
称
す
ら
残
さ
れ
な
い
、
敦

煌
文
献
の
み
に
残
さ
れ
た
文
献
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、P.3849V

、
及
び
末
尾
の
一
部
が
失
わ
れ
て
い
るBD

03129

の
二
点
に
拠
れ
ば
、

因
縁
譚
一
二
点
、『（
擬
）
俗
講
荘
厳
回
向
文
』、
そ
し
て
俗
講
、
八
関
斎
、
維
摩
経
講
経
の
次
第
が

連
写
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
『
言
泉
集
』
な
ど
唱
導
書
類
と
似
た
点
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
記
載
の
う
ち
の
『（
擬
）
俗
講
荘
厳
回
向
文
』
は
、P.3770

に
同
様
の
内
容
を
残
し
て
お
り
、

悟
真
（
八
一
一
?
―
八
九
五
年
）
撰
と
わ
か
る
の
で
、『
仏
説
諸
経
雑
縁
喩
因
由
記
』
の
成
立
の
上

限
を
悟
真
が
活
動
し
た
年
代
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
概
ね
九
世
紀
後
半
成
立
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。こ

の
『
仏
説
諸
経
雑
縁
喩
因
由
記
』
は
、早
く
は
敦
煌
文
献
発
見
当
初
か
ら
陳
垣
『
敦
煌
劫
余
録
』

（
一
九
二
九
年
）
の
序
文
に
も
伝
世
本
に
も
経
録
に
残
さ
れ
な
い
文
献
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、

こ
れ
ら
の
内
容
が
相
互
に
関
連
性
を
持
っ
て
い
る
と
の
視
点
に
拠
る
研
究
は
見
ら
れ
ず
、
さ
ほ
ど
注

目
さ
れ
る
こ
と
な
く
川
口
久
雄
氏
の
論
稿
や
筆
者
の
前
稿
「
敦
煌
的
故
事
略
要
本
与
変
文
」（『
敦
煌

講
唱
文
学
文
献
研
究
』、
中
華
書
局
）
に
若
干
の
指
摘
が
見
ら
れ
る
以
外
、
翻
刻
、
専
論
な
ど
は
こ

れ
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

本
稿
で
は
、
前
稿
の
指
摘
か
ら
一
歩
進
め
、
文
献
全
体
に
わ
た
る
調
査
や
、
儀
式
次
第
の
以
外
の

部
分
が
俗
講
と
如
何
な
る
関
係
を
持
っ
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
そ
し
て
『
仏
説

諸
経
雑
縁
喩
因
由
記
』
の
説
話
部
分
、
そ
し
て
後
ろ
に
残
さ
れ
て
い
た
祈
願
文
あ
る
い
は
回
向
文
と

し
て
の
悟
真
『
俗
講
荘
厳
回
向
文
』、
そ
し
て
末
尾
の
儀
式
次
第
は
、
み
な
関
連
性
を
以
て
結
ば
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
次
第
に
「
説
縁
喩
」
と
い
う
作
法
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ら
の
一
連
の
記
載
が
一
貫
し
て
俗
講
、
八
関
斎
な
ど
の
在
俗
の
仏
教
信
者
を
対
象
と
し
た
唱
導
に
用

い
ら
れ
た
文
献
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
敦
煌
文
献
、
因
由
記
、
変
文
、
講
唱
文
学
、
唱
導
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